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Healthcare note（公共・公益法人レポート・シリーズ）

野村證券株式会社 金融公共公益法人部 〒100-8130 東京都千代田区大手町2-2-2 アーバンネット大手町ビル 

本資料に含まれる情報がもたらす一切の影響、本資料の内容に関する正確性、妥当性、法務上のコンプライアンス等につきましては、野村證券はその責を一切負いません。
本資料中の記載内容における各種法令・規則等は随時改定されますので、あくまでも参考資料としてお取り扱いください。また、記載内容における法令・規則及び表現等
の欠落・誤謬などにつきましては、野村證券はその責を一切負いません。本資料は、貴社が経営判断を行うに際して参考となると考えられる情報の提供を目的としたもの
です。経営判断における最終意思決定は貴社自身で行われるものであり、野村證券はこれに対する意見または判断を表明するものではありません。本資料のご利用に際し
ては、弁護士、公認会計士等にあらかじめその内容をご確認ください。 

(寄稿)  

高齢者・がん患者の健康を化粧のちからで支援 

～地域共生社会における化粧の役割～ 

株式会社資生堂（以下、資生堂）は、2008 年よりがん患者に向けたセミナーを全
国各地で開催してきた。がん患者や医療従事者を対象としたセミナーで、例えば、脱
毛した眉毛の描き方や色素沈着をカバーするメイク法などを紹介している。参加者
へのアンケートでは、6 割の方が「おしゃれに関心が出てきた」「外出が楽しくなった」
と回答しているという。実際、このセミナーが、参加者の生活行動に影響を及ぼして
いる。 

近年、アピアランスケアという言葉を聞かれることが多くなってきたのではないだろ
うか。アピアランスケアとは、医学的・整容的・心理社会的支援を用いて、外見の変
化を補完し、外見の変化に起因するがん患者の苦痛を軽減するケアである。厚生労
働省は、このアピアランスケア体制の構築を推進し、現在では、全国 381 のがん診療
連携拠点で整備され、院内のがん相談支援センターや化学療法室などがその相談
にあたっている。 

資生堂が実施するがん患者を対象にしたセミナーは、まさにアピアランスケアとし
ての活動であり、今後も医療機関や薬局・ドラッグストア、化粧品販売店、美容室な
どと連携し、がん患者の様々な生活場面に応じ、「化粧」を通じて健康をサポートで
きる場を創出し、就労支援やがんとの共生社会の実現を目指していくという。 

本稿は、株式会社資生堂 社会価値創造本部ダイバーシティ＆インクルージョン
室 エンパワーメントサポートグループの池山和幸氏に寄稿いただいた。池山氏は、
これまで、介護現場での実践の中で、化粧や美容が、フレイルの予防や健康の維持、
特に社会的健康の維持に役立つことを実証し、『Healthcare note No.19-03 2019 年 3
月 18 日（粧うことからフレイル予防を考える ～フレイルの入り口を抑える化粧療法
～）』の中でも紹介している。 

本稿では、高齢者の健康について、心身の健康から社会的な健康に関する現状
と、化粧習慣や外出頻度などが与える影響を解説いただき、さらに「化粧」や「美容」
が高齢者の健康に及ぼす「ちから」についての研究結果（エビデンス）をあらためて
紹介いただいた。 

そして、それらのエビデンスを地域で活用する取り組みとして、地域包括ケアの一
環である通いの場での、化粧を通じた課題解決や、近年、急速に増えている調剤併
設型のドラッグストアや調剤薬局がかかりつけ薬局としての役割を担うために地域
生活者とのコミュニケーションツールとして、「化粧」や「美容」を取り入れた取り組み
を紹介している。 

高齢者やがん患者に限らず、心理的なケアの手段とその提供の場は、医療機関
や介護施設だけでなく、ますます多様化していくと考えられる。医療や介護関連の事
業者の方々も今後の事業戦略構築の際の、新たな視点として本稿を活用いただけ
れば幸いである。 

（市川） 
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